









































































1965 年にはバニエは「花咲き渓谷」の施設長に就任し、同施設がラルシュの 2 つめの














とその周辺では 20 軒ほどのホームに約 400 人が暮らしており、障害者とアシスタントの
数はおよそ半々である。作業のできる障害者は、アシスタントと共に、毎日アトリエと
呼ばれる仕事場に通う。作業はそれぞれのハンディと能力に合わせて割り振られる。た
とえば織物や自動車部品のアトリエがあり、「障害者 10 人にアシスタント 2 人」といっ
た割合で構成されている。重いハンディを抱える人だけのホームもあり、そこではアシ
スタントが 24 時間付き添っている。 
また、パリでアパートを借りるなどして、障害者とアシスタントが共に暮らすホーム
もある。彼らはレストランや靴屋で働き、その給料と国からの補助金で暮らしている。
アシスタントの多くは 3 ヶ月～3 年といった限られた期間をラルシュで生活し、近年で
は永続的にラルシュに関わるアシスタントは少なくなっている。 






章を授与されている。現在では 40 ヶ国以上に約 130 のラルシュのホーム、77 ヶ国に約
1500 の信仰と光が存在している。 






























年 12 月、2 年程の準備の後、他の施設の職員だったS 氏とH 氏が数人の障害者と共にS
氏の家で共同生活を始め、更生施設の実習所として誕生した。 
始まった当初は主に廃品回収によって生計を立てていた。1986 年には別の市に第 2 の
ホームを作り、養鶏と農作業を始める。1987 年 4 月に、K 共同体はラルシュ共同体の生
活寮のひとつとして認められ、1991 年に国際ラルシュに加盟し、1998 年、正式なメンバー




現在、A 市を中心に 3 つのホームが存在している。ラルシュ共同体ではハンディを抱
えたメンバーは「仲間」と呼ばれるが、一番大きいホームでは特にハンディが重い 1 人
を含む 5 人の仲間と 2 人のアシスタントが暮らしている。残りの一つは団地の一部屋を
借りており、仲間 2 人とアシスタントが暮らしている。もう一方は自分たちで建てた一




















  平日                     日曜 
06：00 朝の祈り（個人的に）          朝食 自由 
07：00 共同の祈り               教会へ（キリスト者、希望者） 
07：10 朝食                              昼食 各自 
09：00 作業所で朝礼               散歩など 
      仕事              
12：00 昼食 
































シスタントの休みは日に 3 時間、週 1 日、月 3 日が原則として定められているが、実際
には仲間たちと共に同じ家で生活しているわけであり、アシスタントとしての仕事の時
間とそれ以外の時間が明確に区別されているわけではない。 
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